































































































































を承認せざるを得なかったものと考うべきであろう。」（仝 167 ～ 8）
― 137 ―
数量計算と価値計算―馬場会計学の真骨頂―（川端）











　例えば E・ワルプの損益計算論では、給付系統（期中の運動量 W － W´）と支払系統（W








































つに分割したものではない。K10 億円の元入という原因が A10 億円という結































































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
は資産分類の延長であり、したがって現在の複式簿
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